
編集後記

帝京科学大学紀要第19巻をお届けします。
コロナウィルスの感染が収束傾向となり、マスクの着用も個人の判断に委ねられるように

なりました。しかしながら、多くの会議が引き続き遠隔会議で行われています。コロナ禍に
おいては仕方なく遠隔会議であったものが、最近では遠隔会議の良さに注目して継続すると
いうケースも多いようです。紀要編集委員会も例にもれません。今年度も各委員が都合の良
い場所から参加していただき遠隔で執り行いました。
編集委員と査読を担当してくださった方々のご協力により、第19巻には、原著論文５編、

研究ノート９編、研究・教育・社会活動の報告、事業報告、エッセイ等10編を含む合計24編
の論文・報告等が掲載されています。
2019年12月に初めてコロナウィルスが報告されましたので、第16巻（2020年３月発行）に

はコロナ禍はまだ影響していないとして、16巻までの４年間の平均論文数を数えると38編/
巻となります。これを第17巻以降の３年間の平均24編/巻と比べると明らかな違いがあり
ます。これを単純にコロナの影響とみるのは危険ですが、今後、教育・研究活動の活発化と
ともに紀要への投稿論文数も増えていくのではないかと期待したいところです。研究活動が
論文の形で現れてくるまでにはタイムラグがありますから、次の巻というよりは２～３年か
かって以前の状況に戻るのではないでしょうか。
姉妹誌である教職センター紀要「教育・教職研究」、総合教育センター紀要「総合学術研

究」、地域連携推進センター年報「地域連携研究」も巻号を重ねてきました。これらの学術
誌との連携を図りながら、本学の教育・研究のアクティビティーを社会に還元する手段の一
つとして、帝京科学大学紀要を充実させていきたいと考えています。
特段の断りがない限り査読委員の氏名も掲載しその労に報いることとしています。多くの

時間を費やして紀要編集に協力いただいた編集委員の先生方、査読していただいた全ての先
生方、事務局の方々に御礼申し上げます。
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